
序　　　　　論

　血液型と性格が関連するとの信念が日本人に根付いて久しい。血液型のタイプにより，そ
の人物の性格特性が予測できるとされ，日本ではコミュニケーションツールとして日常的に
用いられてきた。しかし，社会心理学者を始めとして，血液型と性格との関連には科学的根
拠がないことが示されている（Cramer & Imaike, ２００２; 松井， １９９１; Rogers & Glendon, ２００３; 
Wu, Linsted, Lee, ２００５）一方で，未だ血液型と性格の関連についての信念は払拭されていな
い。では，なぜ血液型が性格を予測できるとの強い信念が存在するのだろうか。この問いに
対して，本研究では，血液型の情報は配偶者選択の道具として働くとの仮説を提案する。す
なわち，相手の血液型情報を知ることが，自身の免疫機能との相性の善し悪しを判断する手
がかりと見なされている可能性がある。本研究では，近年の遺伝学および嫌悪感情研究での
知見を元に，血液型の相性判断に対する予測力に関する信念の機能を明らかにする。
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血 液 型 と 相 性 （２）
──配偶者選択の道具としての血液型ステレオタイプ──

横　田　晋　大１
（受付　２０１３　年　３　月　２５　日）

和　文　要　約

　本研究の目的は，日本人の多くに見られる血液型による性格判断は，相手との遺伝的相性を測るた
めの道具であることを示すことにある。近年，人間は，様々な手がかりを元に遺伝的相性を判断して
おり，相性の悪い相手には免疫機能による拒絶反応，すなわち嫌悪感情が生じることが明らかにされ
ている。血液型の組み合わせが遺伝的相性と捉えられていると仮定すると，血液型による性格判断は，
性格を予測するものではなく，自分と他者の相性を計るものとして用いられていると考えられる。そ
して，この傾向は，妊娠可能性のある女性に顕著に見られるだろう。１６１名を対象とし，シナリオを
用いた調査を実施して，相手の血液型の情報が今後の関係構築に役立つと思う程度と，嫌悪刺激への
敏感さとの関連を検討した。その結果，女性でのみ正の相関関係が見られ，本研究の仮説は支持され
た。

１　本論文を執筆するにあたり，平石　界氏（安田女子大学），三船恒裕氏（高知工科大学）に有益な助
言をいただきました。記して，心より感謝致します。
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遺伝学における“相性”

　配偶者を選択する場面において，遺伝的な相性は非常に重要である。近縁者との配偶は，
共通の劣性遺伝子を持つ可能性を高め，遺伝性疾患を引き起こしやすくする。そのため，近
親相姦の禁忌（incest taboo）の文化がある社会は多い。ただし，遺伝子が全く異なるもの同
士での交配も危険が伴う。なぜならば，免疫機能が身ごもった胎児を異物とみなし，体外に
排除してしまう可能性が高くなるからである。この免疫機能に深く関わる遺伝子群は MHC

（major histocompatibility complex）である。MHCは，主要組織適合性抗原複合体であり，免
疫系の一部として自己と非自己の認識に関わり，移植免疫において最も強い拒絶反応を引き
起こすように働く。MHCは同種内で多くの多型が見出されており，異なる MHC型を持つ
異性に強い魅力を感じることがマウスを用いた実験で知られている（e. g., Boyse, Beauchmp, 
& Yamazaki, １９８６）。また，MHCは体臭に影響するため，体臭の好き嫌いを通じて近縁者か
否かを判断することができる。このことは人間にも当てはまり，Wedkind, Seebeck, Bettens, 
& Paepke（１９９５）は，女子大学生を対象に，男子大学生が数日着ていたＴシャツの匂いを嗅
がせる実験を行い，異なる MHC型を持つ男性のＴシャツの匂いは好ましく評価されること
を示した。すなわち，人間には，配偶者選択の際，相手と自分の遺伝的な相性を判断する機
能が備わっていると言える。そして，遺伝的相性が良くない場合，相手を避けるという行動
に至る。この回避行動を促す近接因が嫌悪感情である。

嫌悪感情

　近年，人間の行動や心理メカニズムを検討するにあたり，嫌悪感情に注目が集まっている。
嫌悪感情について，Darwin（１８７２/１９６５）は，“第一に，実際に知覚したり，鮮やかにイメー
ジしたりした味覚から生じ，次に嗅覚，触覚，視覚を通じて類似した感覚から引き起こされ
る，嫌悪を催させるもの”と定義した。嫌悪感情は，感染や汚染などの脅威から自分の身を
守るために回避行動を引き起こす近接因であり，人間の様々な社会行動や認知を影響するこ
とが示されている（see review, Oaten, Stevenson, & Case, ２００９）。心理学では，RozinやHaidt

が，嫌悪感情の多様性を捉えたモデルを数多く提出しており（e. g., Haidt, McCauley, & 
Rozin, １９９４; Rozin, Haidt, & McCauley, ２０００），嫌悪感情への理解が進んでいる。数ある嫌悪研
究の中で，本研究では Tybur, Lieberman, & Griskevisius（２００９）の嫌悪感情の３次元モデル
に注目する。Tybur et al.は，進化心理学の観点から，適応課題の違いにより，嫌悪感情は性
的嫌悪，感染嫌悪，そして道徳嫌悪の３次元に分類されると主張した。性的嫌悪は，長期的
な配偶関係を期待できない，コストのかかる性的接触を避けるために生じる（Fessler and 
Navarrete, ２００３）。つまり，配偶者選択の場面で生じる嫌悪である。このときに重要となる次
元は，内在的な質intrinsic qualityと遺伝的な相性 genetic compatibilityである（Jennions and 
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Petrie, ２０００; Neff and Pitcher, ２００５）。前者は肉体的な魅力などに反映されるため（e. g., 
Grammer, Fink, Møller, & Thornhill, ２００３; Singh, １９９３; Thornhill and Gangestad, １９９３, ２００６），
知覚的手がかりとしては明示的である。後者は，遺伝的な類似性，すなわち自身と血縁関係
が近いか否か，が手がかりとなる（Penn and Protts, １９９９）。この例は先述した体臭である。
潜在的にパートナーとなり得る相手の内在的な質が低く，遺伝的に類似している場合には，
その相手に対して嫌悪感情が生じ，接触を回避するよう促されるのである。感染嫌悪は，未
知の病原体の感染を防ぐために生じるものであり（Curtis, Aunger, & Rabie, ２００４; Curtis and 
Brian, ２００１; Fessler, Eng, & Navarrete, ２００５; Haidt et al., １９９４），Schallerらが主張する行動免
疫システム（Behavioral Immune System; Schaller, ２００６; Schaller and Duncan, ２００７）と一貫
する。この種類の嫌悪は，病原体が含まれる可能性のある手がかり（e. g., 死体や腐ったもの，
人体から生じる排泄物や嘔吐物，血液など）を知覚することで生じる。ただし，感染嫌悪は，
上述の性的嫌悪と相関関係にあることが報告されており（Tybur et al., ２００９），どちらのタイ
プの嫌悪感情も免疫機能の拒絶反応であると考えられる。３つ目が，道徳嫌悪である。道徳
嫌悪は，反社会的だったり，規範にそぐわなかったりする，社会的に違反した行動（嘘をつ
く，盗む，人を傷つけるなど）を見たときに生じる。反社会的な人物と関わることは，その
人物との関わりを避けるよりも多大なコストを被る可能性が高いからである。知覚的な手が
かりは，協力的な関係や社会的ネットワーク，集団の結束を乱すような行為（Cottrell and 
Neuberg, ２００５）であり，暴力，騙し，ただ乗り，レイプ，殺人，侮辱，不貞などである。
Tybur et al.は，これら３つの嫌悪感情を測定する尺度を作成し，これら３種類の嫌悪感情が
弁別されること，そしていずれの次元においても女性は男性よりも嫌悪刺激（特に性的なも
の）への反応が強いことを示し，彼らの仮説の妥当性を示した。
　以上の３次元モデルより，配偶者選択場面では，相手の遺伝的相性の判断と嫌悪感情は密
接な関係にあることが分かる。すなわち，相手と自分の遺伝的相性の手がかりに反応したと
きには，嫌悪感情を媒介し，遺伝的類似性が高い場合には回避行動が促されるのである。以
上を踏まえ，本研究では，血液型の予測力に関する信念（以下，血液型信念と略）は，配偶
者選択場面において，遺伝的相性を判断する手がかりとして用いられているとの仮説を提出
する。以下，その根拠を述べる。

配偶者選択の道具としての血液型

　堅牢な血液型信念　血液型と性格との関連が日本中に流布したのは，能見正比古（１９７１）
による著書“血液型でわかる相性”がベストセラーになってからである。以来，血液型は，
日本人における有用なコミュニケーションツールとして用いられてきた。そのため，血液型
信念は日本人において非常に堅固である。上瀬・松井（１９９１）は，大学の授業の一環として，
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血液型ステレオタイプを否定する内容の講義を行ったところ，講義前に血液型ステレオタイ
プを否定する人数の割合が３割程度だったものが７割にまで増加した一方で，頑なに血液型
性格判断を支持する者が２割残ったと報告した。これほどまで血液型が人々に強い信念を有
させるのは，“血液”という言葉の尤もらしさにある。そもそも血液型は，血液内にある血
球の持つ抗原の違いを元にした分類であり，輸血の際に起こる凝集や溶血を防ぐために発見
されたものである２。つまり，血液型は血液の“相性”そのものである。また，血液型は遺伝
するものであることから，遺伝的相性を連想させる。これらを踏まえると，血液型の相性が
対人関係における相性に般化されやすいことは容易に想像できる。また，遺伝的相性を見極
めるために体臭を手がかりとする場合，相手とある程度の親密さがなければ，匂いを嗅ぐ機
会は少ない。相性の良い相手を選ぶための第一段階として，血液型を用いた相性判断は，ふ
るいにかけるとの意味から用いられやすいと考えられる。
　血液と嫌悪感情　加えて，“血液”は，嫌悪感情を引き起こす強力な知覚的手掛かりとし
て働く（Fessler, Arguelllo, Mekdara, & Macias, ２００３）。例えば，赤肉に含まれる血の存在は不
快感を引き起こす（Kenyon and Barker, １９９８; Santos and Booth, １９９６）のみならず，その肉を
食している人に対しても嫌悪が生じる（Beardsworth and Keil, １９９２; Chagnon, １９９７; Fiddes, 

１９９１; Kenyon and Barker, １９９８; Kubberod, Ueland, Tronstad, & Risvik, ２００２; Santos and 
Booth, １９９６; Twigg, １９７９）。また，嫌悪刺激への敏感さは，血液恐怖症（blood-injection 
injury fear）につながることが報告されている（Olatunji, Williams, Sawchuk, & Lohr, ２００６）。
これらの知見は，血液型について生じる嫌悪感情が，免疫機能による拒絶反応に基づくこと
を示唆している。そのため，血液型に反応して生じる嫌悪は性的嫌悪と感染嫌悪である可能
性がある。ただし，本研究では，血液型信念は，配偶者選択場面でこそ用いられやすいと考
える。その根拠は，信念を用いることの性差にある。
　血液型信念の使用における性差　配偶者選択における遺伝的／免疫的相性の指標を重視す
るのは女性である。その理由は，妊娠可能性にある（Oaten et al., ２００９）。潜在的にパートナー
となり得る相手に嫌悪感情を示して接触を回避することは，その人物との相互作用で得られ
たかもしれない利益を放棄するという機会コストを生じさせる。そのため，回避行動は，一
見すると適応的ではないように見える（Kurzban & Leary, ２００１）。しかし，女性の場合，明
らかに自身と免疫機能が異なる相手と配偶する場合には，関係作りを避けることがむしろ適
応的だと言える（Fessler, Pillsworth, & Flamson, ２００４; Tybur et al., ２００９）。もし免疫機能が
異なる男性と接触して妊娠しても，同じ免疫機能を持つ男性との妊娠に比べ，失敗する可能
性が高い。なぜならば，女性自身の免疫機能が，免疫機能の異なる男性との間に授かった子
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２　現在では，ABO式以外にも，Rh式やヒト白血球型抗原，Duffy式血液型など様々な分類法が確立さ
れており，血液から様々な情報を得ることができるようになっている。
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供を異物として認識して排除するように働き，胎児を破壊し，母体に多大な負担を生じさせ
るからである。以上より，女性は，妊娠が成功する見込みのない相手と配偶してこのような
可能性を減らすために，普段から明確に自身と免疫機能が異なると思われる個人との接触を
避ける必要があると言える（Fessler, ２００１）。このことは，嫌悪刺激に対して女性の方が敏感
であるとの知見（e. g., Arrindell, Mulkens, Kok, & Vollenbroek, １９９４; Davey, １９９４; Haidt et 
al., １９９４; Tucker and Bond, １９９７）や，免疫機能が低下する妊娠初期には，免疫機能が異なる
可能性の高い外国人に対する否定的な態度が，嫌悪刺激への敏感さと正相関するとの知見
（Navarrete et al., ２００７）とも一貫する３。
　仮説　以上を踏まえると，女性は，将来的なパートナーとなり得る相手の血液型信念を適
用しやすいことが予測される。免疫機能の拒絶反応は嫌悪感情の現れであることを踏まえる
と，相手との遺伝的相性を気にする程度と，嫌悪刺激に対する敏感さとが関連することが考
えられる。よって，女性において，嫌悪刺激に対して敏感な人ほど，相手の血液型の情報が
互いの関係の構築において重要な役割を果たすと考えるだろう。これより，次の仮説が成り
立つ。女性では，相手の血液型の情報が関係構築に役立つと思うことが，病気感染の敏感さ
と関連するだろう（仮説１）。男性では，相手の血液型情報が関係構築に役立つと思うことは，
病気感染の敏感さとは関連しないだろう（仮説２）。

方　　　　　法

調査日時・場所

　調査は，平成２４年６月２０日広島修道大学情報センター６４０１号室にて実施された。その他の
調査は，質問紙を持ち帰り，一般の市民を対象に留置調査を実施した。

調査対象者

　広島修道大学の心理学専攻の学生および一般市民を含め，１６１名（男性：８９名， 女性：７２名）
が調査に参加した。対象者の平均年齢は，男性が２０．５２歳（SD ＝５．５７），女性が２０．０７歳 

（SD ＝４．５６）であった。
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３　ただし，女性にとって血液は，病気感染を連想させる可能性もある。母体を通じた胎児への血液感染
（HIVや梅毒などの性感染症等）は，胎児に致命的な影響を及ぼすためである。実際，女性は，性行
動と嫌悪刺激への敏感さが結びついており（Fessler and Navarrete, ２００３），病気感染に対して敏感な
人ほど，特定の相手としか性的な接触を行わないことが報告されている（Schaller and Murray, ２００８）。
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手続き

　調査回答者は，調査に関する同意書に署名した後，質問項目に回答した。所要時間はおよ
そ１０分だった。

質問項目

　情報の有用性　相手の情報がその他者との今後の関係性に役に立つと思う程度（以下，有
用性と略）について，場面想定法を用いて測定した。回答者は，採用されたアルバイト先で
知り合った魅力的な相手と話す機会ができた，とのシナリオを読み，その状況を想像するよ
うに教示された後，“今後Ａさんと知り合いになる上で，どれくらい役に立つと思いますか”
と尋ねられた。回答者は，血液型，趣味，年齢，出身地，食べ物の好き嫌い，住んでいる場
所，の６つの有用性項目について， ５点尺度（１：全く役に立たない， ３：どちらとも言え
ない，５：非常に役に立つ）で回答した。
　嫌悪刺激への敏感さ　嫌悪刺激への敏感さは，Perceived Vulnerability to Disease scale

（PVD: Faulkner, Schaller, & Duncan, ２００４）が用いられた。PVDは病気感染に関する信念およ
び病気感染の可能性のあるものに対する感情的な不快感を測定しており，１９項目であった。
９点尺度であり， １：全く当てはまらない， ５：どちらとも言えない， ９：完全に当てはま
る，であった。

結　　　　　果

　PVDの内的妥当性を検討するため，信頼性係数（クロンバックの a）を算出したところ，
.７３と十分な値が得られた。よって，１９項目の平均値を算出し，PVD尺度を作成した。

有用性と PVDの平均値

　有用性の６項目と PVDの平均値および標準偏差を Table １ に示す。有用性の男女差につ
いて t検定を行ったところ，血液型については有意な差は見られなかった（t（１５９） ＝０．２２， 
p ＝ .８３）。それ以外の情報において，年齢においてのみ有意差が見られた（t（１５９）＝３．３６， 
p ＜ .０１）が，それ以外の項目では有意差は見られなかった（趣味 : t（１５９）＝１．１４， p ＝ .２６， 出
身地 : t（１５９）＝１．０５， p ＝ .２９， 食べ物の好き嫌い : t（１５９）＝０．５７， p ＝ .５７， 住んでいる場所： 
t（１５９）＝０．４７， p ＝ .６４）。一方，PVDにおいては，有意傾向の男女差が見られた（t（１５９）＝
１．８９， p ＜ .０７）。PVDにおいて男性より女性の方が高い値を示すことは，先行研究（Tybur 
et al., ２００９）と一貫する結果である。
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有用性と PVDの相関関係

　各有用性と PVDとの関連について，男女それぞれで相関係数を算出した（Table ２ 参照）。
その結果，血液型情報において，男性では相関関係が見られず（r ＝ .０２， p ＝ .８３），女性では
正相関が見られた（r ＝ .２４， p ＝ .０３）。以上の結果は，女性では，病気感染について敏感であ
る人ほど，相手とのこれからの関係構築において血液型の情報が役に立つと思うことを示し
ている。よって，本研究の仮説は支持された。一方，興味深い結果として，男性でのみ食べ
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Table １
Means and SDs of available information score and PVD by sex

MaleFemale

２．１５２．１８M
Blood type

１．０３０．９８SD

４．７０４．６０M
Hobby

０．５７０．５２SD

３．７４４．２２M
Age

１．０２０．７４SD

３．５７３．４０M
Hometown

１．１００．９１SD

３．７１３．８１M
Preference of food

１．１２１．３０SD

３．７８３．８５M
Living place

０．９９０．９６SD

４．７８４．７８M
PVD

０．７５０．７５SD

Table ２
Peason’s correlation coefficiences between 
each available information and PVD by sex

MaleFemale

 .０３ .２４*Blood type

–.０９ .１２Hobby

–.１０ .０１Age

 .０２–.０７Hometown

 .２３* .１０Preference of food

–.１１–.０３Living place

* p < .０５
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物の好き嫌いの情報が PVDと正の相関関係にあった（男性：r ＝ .２３， p ＝ .０３， 女性：r ＝ .１０， 
p ＝ .３９）。すなわち，男性では，関係構築において，嫌悪刺激に敏感な人ほど，相手の食べ物
の好き嫌いの情報が役に立つと思うことが示された。

考　　　　　察

　本研究の目的は，血液型性格判断についての信念が，配偶者選択の道具として用いられて
いることを示すことにあった。そのため，本研究では，質問紙調査を通じて，異性の相手と
これから関係を構築していくとの場面を想定させ，その際に，相手の血液型の情報がどれく
らい役立つと思うかを測定し，嫌悪刺激への敏感さとの関連を検討した。その結果，嫌悪刺
激への敏感さと相手の血液型情報が今後の関係構築に役に立つと思う程度の間には，女性で
のみ関連が見られた。すなわち，女性は，嫌悪刺激に敏感な人ほど，相手の血液型情報を配
偶者選択に役立つと考えていた。この結果は，女性が，血液型情報を自分と相手との遺伝的
相性の指標として捉えていることを示している。以上より，血液型信念は配偶者選択のため
の道具である，との本研究の仮説は支持された。
　一方，興味深い結果として，男性でのみ，嫌悪刺激に敏感な人ほど，将来パートナーにな
る可能性のある相手の食べ物の好き嫌いの情報が役に立つと思うことが示された。この結果
は，配偶者選択の場面で用いられる手がかりの男女差を反映していると考えられる。すなわ
ち，配偶者選択の場面において，女性は，血液型を始めとした相手との遺伝的／免疫的な相
性を手がかりする一方で，男性は，偏食か否かなどの健康状態を手がかりにするのではない
だろうか。男性にとって配偶者選択で重要なのは，自身の遺伝子を残してくれる女性であり，
そのためには良好な健康状態であることが必須である。食べ物の好き嫌いが多いことは，偏
食や摂食障害につながるため，回避の対象となり得る。よって，男性は，食べ物の好き嫌い
という情報と嫌悪が結びついたと考えられる。ただし，本研究では，“食べ物の好き嫌い”
としか表現しておらず，この言葉が“偏食”や“摂食障害”を連想させたとの保証はない。
そのため，より直接的に摂食傾向に関する情報を提示するなど，更に提示する情報を詳細に
した再調査が必要だろう。

本研究の限界

　本研究の限界は２つある。１つは，PVD尺度では性的嫌悪と感染嫌悪を弁別して測定でき
なかった点である。Tybur et al.（２００９）は，嫌悪感情には性的嫌悪，感染嫌悪，道徳嫌悪の
３次元が存在し，それぞれ適応課題が異なると指摘している。本研究の仮説が妥当であれば，
血液型信念とは性的嫌悪が最も強く関連するはずである。よって，追試を行う際には，Tybur 
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et al.が開発した Three-domain Disgust scaleを用い，嫌悪のタイプを弁別して測定する必要
があるだろう。
　もう１つの限界は，本研究の結果の妥当性である。本研究では，嫌悪刺激への敏感さと潜
在的なパートナーとの関係構築における血液型情報の有用性との関連から，血液型信念への
説明を試みた。しかし，本研究の仮説の妥当性を検証するには不十分であり，更なる追試が
必要である。調査手法を用いる場合には，より広い年代 を対象とし，普段の食生活４（Fessler, 
et al., ２００３）や生理周期（Fessler and Navarrete, ２００３），異性への好み（DeBruine, Jones, 
Tybur, Lieberman, & Griskevicius, ２０１０）などを測定し，血液型性格判断を行う頻度や信じる
程度との関連を検討する必要がある。また，本研究の追試として，知り合う相手が同性であ
る条件を設定し，異性を対象とした場合のみ女性が行動免疫システムを発動させるか否かを
検討したり，プライミング法により行動免疫システムを活性化させ，その後に自身と同じ／
異なる血液型の人物に対する好悪の評価を行わせたりするなどが考えられる。今後の成果が
期待される。
　本研究では，血液型‐性格の関連における信念が日本人において堅固であるとの現象を扱っ
た。しかし，この現象には更なる疑問が残っている。まず，なぜ日本人でこれだけ顕著に血
液型性格判断が流行り，未だに人々に信じられているのだろうか。他国，特に欧米では血液
型は全く一般的なものではない。日本の国のいかなる社会的構造要因が，血液型と性格の関
連を信じることを持続させているかは，非常に興味深い問いであり，今後解かれるべき問題
であろう。
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Summary

Blood-type and compatibility（２）
── The blood-type stereotype as the tool for mating choice──

Kunihiro Yokota

　　Human have evolved some mechanisms to avoid genetic similar partners in mate choice, 
especially among females (e.g., incest taboo) .　Several studies in the field of genetics have 
found that some cues, such as odor, could be used to avoid breeding with close relatives.　
The disgust emotion that leads to avoidance is an indicator of incompatibility, and “blood” can 

be powerful stimulus for revulsion.　Thus, it is hypothesized that blood-type stereotypes, 
widely thought in Japanese popular culture to be indicative of personality and temperament, 

could be used as a perceptual cue to avoid genetically incompatible partners.　１６１ participants 
rated how a potential mating partner’s blood type information would play important role in 

making a future connection in a scenario, and filled out the Perceived Vulnerability for 

Diseases scale (PVD).　Results showed that females who score high on the PVD strongly 
believed in the advantage of blood-type information in mate selection.
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